
【第３回久留米市三潴総合福祉センター指定管理者候補者選定委員会 会議要旨】 

 

○日  時 令和 7年 10 月 7 日（火）14：00～18：00 

○場  所 久留米市役所 308 会議室 

○出 席 者 日高艶子委員、坂口さおり委員、野口明仁委員、平井洋一委員、 

手島玲子委員、稲田善嗣委員（6名全員出席） 

○開催形態 非公開 

 

議事及び議決の状況 

１．資料確認・開会 

２．説明事項 

  本日のスケジュール・審査手順の確認について 

－事務局より「第 3 回選定委員会のスケジュール」、「面接審査における確認事項・注

意事項」、「三潴総合福祉センター選定委員会審議スケジュール」を説明－ 

  委 員：プレゼンテーションは規定の 20 分経過したら終了を委員長が指示することで

よいか、質疑は 30分より短縮となっても良いのか。 

  事務局：そのとおり。 

３．２次審査 

  （１）応募団体によるプレゼンテーション、質疑応答 

－Ａ社より説明－ 

委 員：管理運営業務計画書の中の利用者目標値について、令和 2年～5年の平均値は    

コロナ期間を含んだ数字となっている。実際は令和 5 年度 29,000 人、令和 6

年度 34,000 人と回復しつつある。利用者目標値は増えると考えてよいか。 

A 社 ：平均値を記載している。記載以上の来場があると考えている。 

委 員：収支計画書の数字も変わると考えてよいか。 

A 社 ：そのとおり。 

委 員：収支計画書で食堂売り上げ、給食費が令和 6 年度実績よりも少ない理由を教    

えてほしい。 

A 社 ：今年の 3 月に価格改定を行っており、利用者減少の想定、今後も価格改定を

行う可能性があり、提案の数字としたところ。 

委 員：文化施設等がある中で地域福祉を担う拠点としての役割、バスの活用方法、    

子ども支援についてどのように考えているか具体的に教えてほしい。 

A 社 ：地域の繋がりでは、西部担当のコーディネーターを配置している。また、様々

な課題がある中で、校区の支え合い推進会議に出席している。民生委員やボ

ランティアと連携し、ふれあいの会の訪問活動も行っている。バスは現在 6

ヵ所送迎しているが、それに加え 20 ヵ所の公民館も加えたいと考えている。

子ども支援は、職員が子どもと接する際に、ヤングケアラーや貧困問題の相

談に乗り、関係機関へ繋ぐ役割を事業として推進したい。 

委 員：他施設との関わりについて取り組みをどう考えているか。 

A 社 ：公園でのノルディックウォーキングを行い、施設で食事や入浴を行った。公    



園等との連携を取りながら事業に取り組んでいきたいと考えている。 

委 員：子ども関連の答えがよく理解できなかったのでもう一度聞きたい。 

A 社 ：子育て事業として、三潴総合福祉センターにおいて子育て相談を行っている。

長期休暇時に実施している小中学生を対象とした勉強部屋があり、年間 337

名の利用があった。その際に、職員への様々な相談や、利用者との交流も行

われ、ヤングケアラーや貧困の相談があった際には、職員が聴き取り、対応

を本所へ繋ぐという役割を担えればと考えている。 

委 員：実際の相談件数と繋いだ件数を教えてほしい。 

A 社 ：6年度は子育て相談 3件。 

委 員：学習についてではなく、生活相談ということか。 

A 社 ：そのとおり。 

委 員：内容は。 

A 社 ：内容まで確認できていない。 

委 員：地域共生社会を目指す上で三潴総合福祉センターの役割を教えて欲しい。 

A 社 ：センターは、西部地域の拠点の一つである。他の施設等と連携しつつ地域の

福祉が充実する施設として位置付けていこうと考えている。 

委 員：勤務時間（8時半から 17時）の理由は。 

A 社 ：開館時間が 9時半から 16時半まで。ボイラーの起動や安全確認、職員の打ち    

合わせ、当日の準備等があり 1 時間の準備時間と、16 時に入浴が終了、閉館

が 16時半となるため館内と浴場の清掃等で 17 時までとしている。 

委 員：開館準備は 1時間、閉館作業は 30分の理由は。 

A 社 ：8 時半から湯沸かしを開始するが、かなりの時間を要する。また、冬場は特に

時間がかかるため、この時間設定にしている。 

委 員：体育館利用者への割引の具体的な内容を教えてほしい。 

A 社 ：体育館のシャワー料が 100 円のため、それに合わせ入館料を 100 円にするこ

とを考えている。これにより、施設を知ってもらいたいと考えている。 

委 員：体育館利用者への案内はどのように考えているか。 

A 社 ：個人利用される方へ、体育館の職員が利用券を配布するといった形を現在検

討している。 

委 員：利用者増とは、どのような利用者が増えることを想定しているのか。 

A 社 ：平日は地域の高齢者、土日は子ども連れが多い。そのため全世代で利用者が

増えることを目指したい。 

委 員：福祉の拠点として現在、どのように取組んでいるのか。 

A 社 ：46 校区にコーディネーターを配置し、課題等の抽出、行政等と連携により、

課題解決に取り組んでいる。施設が会議会場になった場合は、施設職員が会

議に入り、課題を知り、本所と情報共有を行っている。 

委 員：今、紹介があった活動は、三潴総合福祉センターの職員が中心となって行    

っているのか。 

A 社 ：西部地区に関しては三潴総合福祉センターの職員で行っている。 

委 員：食事のメニューの変更、無料送迎の実施前と実施後の効果を教えてほしい。 



A 社 ：変更前は作れば作るほど赤字であったもののお客様には好評を得ていた。変

更点としては、メニューの絞り込みや値上げを行ったものである。また、送

迎は費用高騰により変更を行ったもの。ドア to ドアであれば利用したいとい

う声もあり、今回送迎箇所を増やすという取組を考えた状況。 

委 員：利用者視点で見るとどんな効果があったか。 

A 社 ：食堂は、品数の減少に対する意見があった。今回の見直しは、毎日利用され

る方にとっては、マイナスかもしれないが、それ以外の方は喜ばれている。

送迎は、近所の公民館まで行くということが非常に期待されていると考えて

いる。 

委 員：全世代型利用のために、事業展開、周辺施設の活用、食事メニューの工夫等    

で利用者促進対策をどのように行うか教えてほしい。 

A 社 ：ベビーマッサージ事業から子育てに力を入れ始め、子育て事業数を増やし    

てきた。職員が講師となって筆ペン教室等全世代を対象とした事業も実施し

ている。館内も授乳室や折り紙教室の作品展示等、高齢者だけでない全世代

対応の施設を意識している。食事に関しても、子どもが使用できる和室を準

備している。 

委 員：個人情報保護と合理的配慮について、どのような研修計画を立て、評価をど

のように行うのか。 

A 社 ：個人情報保護については、毎月の会議で職員に個人情報保護の順守について

注意喚起を行っている。採用や更新時にも個人情報保護について説明してい

る。合理的配慮は障害者差別基本法に基づき、手話の研修に取組んでいる。 

委 員：指定管理者になった場合、最もアピールできる点を教えてほしい。 

A 社 ：福祉の視点と収支のバランスを取りつつ営業できればと思っており、他団体

よりも利用者に還元できるような形で事業運営をすることができると考えて

いる。 

 

－Ｂ社より説明－ 

委 員：管理運営業務計画書の中の利用者目標値について、令和 2年～5年の平均値は    

コロナ期間を含んだ数字となっている。実際は令和 5 年度 29,000 人、令和 6

年度 34,000 人と回復しつつある。利用者目標値は増えると考えてよいか。 

B 社 ：コロナの時期を含めずに、検討した結果、コロナ禍前のような利用者にはな

らないだろうと判断した。 

委 員：周辺には広場や公園など様々な施設がある。福祉施設としてどのように繋が

るのか説明してほしい。 

B 社 ：地域密着の施設として足を運んでもらうことが第一である。その中で、全世    

代に利用できる施設にしたいと考えている。近隣の施設について、体育館は

組合員の企業が指定管理を受けている施設で、連携が取りやすい。生涯学習

センターやコミュニティセンターには足を運び協議し、進めていきたいと考

えている。 

委 員：フレイル予防等ある中、福祉的な経験はあるか。 



B 社 ：サンライフ久留米という施設を平成 21年から閉館まで管理していた。健康意    

識の向上に資する取り組みが多かった。利用者を見つつ、ニーズの高い事業

を展開していければと考えている。 

委 員：高齢者福祉の経験があまり無いということか。 

B 社 ：専門ではない。 

委 員：子ども食堂の提案を具体的に教えてほしい。 

B 社 ：近隣の小・中学校と連携し体制を作っていきたい。基本的には材料費分の参    

加費を考えている。また、付き合いのある企業に寄付を募るという形で資金

の確保を考えている。 

委 員：利用者増はどのような方を想定しているのか。 

B 社 ：既存利用者はリピーターという認識。そこは必ず確保したい。若い方々に向    

け SNS を活用した集客も想定しており、幅広い世代が利用できる施設にした

い。 

委 員：土曜日の開館時間についてはどう考えているのか。 

B 社 ：普段働いている方々は利用しづらい状況のため、土曜日に利用できるように

開館時間を延長して利用者増に取り組みたい。 

委 員：開館時間延長の時間配分の理由は何か。 

B 社 ：清掃の関係である。職員が清掃をすることによって、内外の不具合の発見に    

繋がると考えているため、前後多めに時間を取っている。 

委 員：周辺施設から集客の取り込みは具体的にどのように考えているか。 

B 社 ：体育館利用後に入浴施設を利用してもらうなど、まずは、施設を利用しても

らうことで事業等を知ってもらい、利用に繋がっていけばと考えている。 

委 員：もう少し入浴施設の部分を詳しく教えてほしい。 

B 社 ：基本的に条例に基づく入館料にする予定。お風呂をゆず湯にしてみる等工夫

して利用促進に繋げたいと考えている。 

委 員：様々な事業を考えてあるが、利用者に届かないと意味がないと思う。届くた    

めの PR はどのように考えているか。 

B 社 ：フリーペーパーや、SNS、地域の回覧板を考えている。 

委 員：SNS の具体的な活用についてはどう考えているか。 

B 社 ：細かく決めてはいないが、ホームページの作成、Xを活用し費用を押さえつつ    

活用したい。 

委 員：福祉センターの効用を最大化する区分（高齢者、成人世代等）の区分はどの

ように分けているのか。 

B 社 ：おおまかな区分けである。 

委 員：成人世代は健康意識の向上、中年世代は健康意識の改善とあるが、高齢者で

は健康のワードはない。健康を意識しながら、この内容を組んだということ

でいいか。 

B 社 ：若い方は健康意識が希薄というとこで、意識を持ってほしいと思い、記載し    

ている。 

委 員：職員の教育は、どのように組まれているか。 



B 社 ：事業に取組みつつ意識を持ち、成長してほしいと考えている。 

委 員：健康意識の向上や健康意識の改善を図るとあるが具体的な取組を教えてほし

い。また、企画事業に反映されているのか。 

B 社 ：詳細は決まっていない。 

委 員：基本理念の「市民が安心して生活できる環境を整えるための憩い」とあるが、    

具体的にどのような状態を指すのか教えてほしい。 

B 社 ：様々な事業に参加してもらい、健康意識を高め、生活の中で意識が難しい部    

分を意識してもらえること。漫然と生活するのでなく、事業参加によって新

たな楽しみを見つけることができるような状態。 

委 員：指定管理者になった場合、最もアピールできる点を教えてほしい。 

B 社 ：建物の維持管理は他の団体には負けない。サンライフ久留米の実績もあるこ    

とから運営も自信がある。 

 

－Ｃ社より説明－ 

委 員：管理運営業務計画書の中の利用者目標値について、令和 2年～5年の平均値は    

コロナ期間を含んだ数字となっている。実際は令和 5 年度 29,000 人、令和 6

年度 34,000 人と回復しつつある。利用者目標値は増えると考えてよいか。 

C 社 ：コロナ後で、弊社が管理している施設の利用者も回復傾向にある。企業とし

て必ず利用者を増やしていくという方針である。 

委 員：収支計画書の数字も変わると思っていいか。 

C 社 ：収支は弊社で計算した。利用者数が変化すれば、収支計画書も変わる。 

委 員：食堂売り上げが少なくなっているのも同じ理由か。 

C 社 ：そのとおり。食堂に関しては、まず、適正価格と内容の精査をしたい。ここ        

で髙い数字を置いてしまうと、それに沿ったメニュー展開や内容になってし

まう。なるべく抑えたいが、原価率は高く設定しており、質を落とすわけで

はない。 

委 員：事務所設置は、来年 3月だが、地域との連携や関係性の構築は間に合うのか。 

C 社 ：3 月と書いているが、受託が決まれば早く事務所を設置したい。現段階で市    

民活動センター等と水面下で話はしている状況。 

委 員：パートの時給が最低賃金ギリギリだが、現在の方を継続雇用するなら条件が    

合わない可能性がある。そこは柔軟に考えているのか。 

C 社 ：最低賃金の上り幅は予想できないが、関東レベルで置くことは無い。現在勤    

務している方と話をさせていただき、働き方を含めて時給を決めていきたい。 

委 員：現在働いている方を優先的に雇用するということか。 

C 社 ：そのとおり。 

委 員：高齢者福祉施設が東京の大田区・中央区・板橋区に集中しているが、区の行    

政と関わりがあるのか。久留米市のように理念と合致しているからなのか。 

C 社 ：偶然である。板橋区は指定管理のガイドラインがしっかりしており、それに    

基づき監査も実施している。そして評価を得ている。指定管理者協会におい

ても、板橋区の事例をご案内や提言したりしている。特定の区に繋がりがあ



るわけではない。 

委 員：受託後協議に参加費ゼロ、入館費があるが見通しをお尋ねしたい。 

C 社 ：事業を考える際、現在利用されている方々のことを踏まえずに新しい事業を

組み込むのはどうなのかという話し合いを経て、今実施されている事業を残

したいと考えている。それが、参加費を入れた後に実施できればと考えてい

る。全て引き継ぐわけではないが、現在のラインナップを変えないような形

で記載している。 

委 員：高齢者向けの事業でフレイル予防や認知症予防等あるがどのような取組を考    

えているか。 

C 社 ：福祉を考えた中で、何かを提供することが一方的ではなく、利用者を含めて    

協働で繋がり合うという答えに至った。それを踏まえて事業を行っていく。 

    フレイル、認知症ということではなく、話をさせていただき普段の生活を聞

き取り好きなことに対する事業展開を進めたい。来ていただいた方の声を聞

き、どのようなことをしたいかをモットーに事業を進めていきたいと考えて

いる。 

委 員：用語で分からないことがあった。職員の組織体制の時に、本部や営業所とあ   

る。本部はどこまでが本部なのか。 

C 社 ：本部は、東京の本社や大阪の支店と考えていただきたい。営業所に関しては    

福岡にある。 

委 員：指揮命令系統は。 

C 社 ：福岡から指揮命令を出すこととなる。専門的分野や本部と協議・連携した取

り組むこととしている。 

委 員：自治会と町会それぞれの用語をどのように使い分けているのか。 

C 社 ：同じと捉えている。 

委 員：どのような利用者層を増やすつもりなのか。利用促進案を教えてほしい。 

C 社 ：現地確認の際、公園に学生、子どもが遊んでいる姿を見た。その子ども達が、

長期休暇中に利用できように料金を別設定にし、まずは施設を体験してもら

いたい。高齢者の方は今まで通り楽しんでいただき、若い世代や家族連れが

来たいと思える事業を実施したいと考えている。 

委 員：利用料金を別にするというのはどういうことか。 

C 社 ：現在、自習室で施設利用料を取っているということだが、無料にしたいと考    

えている。来たことで何か付加価値があればよりいいのではないかと思って

いる。例えば本を揃える等を検討している。 

委 員：企画事業の提案の中で、様々な提案があるが、会場の棲み分けはあるのか。 

C 社 ：犬のマナー教室やヨガは公園、詩太は屋内を検討している。詩太はライブペ  

インティングも実施しており、子どもを集めた事業が可能と考えている。利

用者増を見込んだ事業として記載している。 

委 員：地域共生社会を目指す上で三潴総合福祉センターの役割を教えてほしい。 

C 社 ：お互いに成長し合い、支え合うという部分であると考えている。 

委 員：市民参加型ワークショップという話があったが、具体的に実例を交えて教え    



てほしい。 

C 社 ：商品開発に関して、まちづくりでこのようなことがしたいと希望する方    

に集まってもらうミートアップということをしている。その中の一人が、商

品開発をしたいという意見が出て、グループを作り、検討し、商店に持って

行くということを弊社がファシリテーターとなって実施している。また、施

設で食堂やカフェがある所では、利用者からメニュー案を聞いて期間限定で

試し、評判が良ければ定番化するなどしている。弊社が示すというよりも、

利用者の声をくみ取り形にするというワークショップを実施している。 

委 員：ホームページや SNS をリニューアルしても、見てくれるかどうかが課題と思    

う。繋がった方に見ていただくのか、見ていただいて利用に繋がるのかどう

か、これまでの実績を踏まえ教えてほしい。 

C 社 ：ホームページから情報を得ている方は減っているという認識である。しかし、    

最終的にホームページに来て、総合的な情報を得るということは続いている。

弊社は、分析をしており、実際にホームページの利用度は把握している。SNS

に関しては、目を引くようにすると費用がかかるため、施設利用者が参加で

きるように SNS を運用している。きれいな写真を並べるよりも、施設スタッ

フが日常を投稿できるものにしている。自信を持ってスタッフが行うことに

よって、伸びていくものと理解している。 

委 員：研修の体制は。 

C 社 ：初めに新入社員研修、年 1回の研修を実施している。 

委 員：福岡の方で集中的に実施しているということか。 

C 社 ：新入社員研修は施設に特化した講師にて実施。その後は福岡における施設の

職員全員を集めた研修を実施している。 

委 員：職員の人材育成で最も大事にしているものは何か。 

C 社 ：同じ人は一人もいないということを大事にしている。ルールの中で指示をす   

るが、受け取り方が違う場合がある。それはバックグラウンドの違いである。

そのため、必ずフィードバックを聞く。どう思ったか、考えたかを聞き、う

まく行っていない場合は再度話をするようにしている。 

委 員：支え合うことや、安心して施設を利用するために御社が最も重視している研

修は何か。 

C 社 ：新人研修である。性格判断を用いて、個人を把握しチームとしてどう重なり    

あっていくかを実施している。 

委 員：研修のタイトルとして挙げるのであれば何か。 

C 社 ：接遇研修。 

委 員：収支計画書の本社管理費があるが、これは市内に事業所を設置する費用が含    

まれているのか。 

C 社 ：含まれている。 

委 員：指定管理者になった場合、最もアピールできる点を教えてほしい。 

C 社 ：運営に自信がある。来てよかった、また来たいと思ってもらえるような運営    

をしている。事業企画・イベントも得意である。 



（２）集計結果の報告及び指定管理者候補者の選定について 

 

  各委員の採点後、事務局で集計を行い、その結果を委員会に報告 

 

委員長：集計の結果、A 社は 436 点、B 社は 344 点、応募団体 C 社は 427 点であり、A 社

及び C 社は選定要領に定める最低基準を満たしている。したがって、優先交渉権

者は A 社、第 2 順位の交渉権者は C 社となるが、よろしいか。 

《全委員了承》。 

委員長：交渉権者が決定したため、事務局から団体名を報告させる。 

事務局：優先交渉権者Ａは社会福祉法人久留米市社会福祉協議会、第２順位交渉権者はア

クティオ株式会社である。 

委員長：事務局から団体名の報告があった。改めて皆さんでこの内容を確認したい。 

《全委員了承》。 

 

４．その他 

－事務局より「三潴総合福祉センター指定管理者候補者選定に係る今後のスケジュー

ルについて」説明－ 

 

閉会 


